










































































































































































































（１） 環境省 HP 平成29年度温泉利用状況には温泉地の数は2983と報告がある。https://www.env.go.jp/
nature/onsen/pdf/2-4_p_1.pdf
（２） 荻原千鶴　2014『出雲の風土記全訳注』講談社には薬湯、神の湯として温泉が記されている。
（３） 安井宏　1995『ベルツの生涯　近代医学導入の父』思文閣出版　245頁
（４） 柳田國男も「温泉はイハバ天然ノ病院ナリ」と述べている。柳田國男『山島民譚集』（甲寅叢書刊行所
1914）なお、引用は『柳田國男全集』５（筑摩書房 1998）63頁による。
（５） 温泉発見伝説については斉藤純の研究がある。斉藤純　2006「温泉発見伝説─湯と聖地─」『群馬歴史民
佛教大学　歴史学部論集　第10号（2020年３月）
─ 49 ─
俗』第27号、群馬歴史民俗研究会
（６） 大森恵子は薬師信仰の研究「因葉薬師と山陰地方の薬師信仰」の中で、温泉地に祀られる薬師如来に人々
が病気治癒を願う、庶民信仰について記している。例えば湯村温泉の「近在に住む老婆の話によれば、湯
村温泉の湯に入れば、特に皮膚病や婦人病・神経痛などの効能があるとされ、昭和三〇年頃まで、近在の
人々が田畑の仕事が暇になると、先ず正福寺の薬師堂に参詣し、病気平癒や厄除けを祈願してその後で温
泉に入湯するのが常であった」と紹介されている。（大森恵子　1989「因幡薬師と山陰地方の薬師信仰」
（五来重編『薬師信仰』雄山閣　435頁）
（７） 温泉の祭の研究には、菅野剛宏の「湯の力、人びとの暮らし─温泉の民俗学」がある。温泉の祭を紹介
し、各地の温泉祭りの多くはイベント的性格をもっていると温泉の祭が観光と結びついていることを指摘
している（菅野　2011、２）。さらに菅野は、温泉地の土産物についても紹介している。
（８） 木暮金太夫「日本の温泉の歴史」日本温泉協会監修『絵葉書と鳥瞰図で見る日本の温泉』平成４年　181
頁、国書刊行会
（９）『旅行用心集』は文化７年（1810）八隅蘆庵著、桜井正信　2001『現代訳　旅行用心集』八坂書房参照。
（10）「浮世名異女図会」は藤懸静也　1946『増訂　浮世絵』雄山閣　258頁参照。
（11）画登軒については前掲（10）202頁参照。
（12）武田勝蔵　1967『風呂と湯の話』壇新書　19頁
（13）小澤清躬　1938『有馬温泉史話』五典書院　75頁
（14）辻本清蔵　1915『有馬温泉誌』大阪活版印刷所　503頁
（15） 拙稿　2018「江戸中期の温泉旅行案内─東京国立博物館蔵古地図より」『歴史学部論集』第８号　佛教大
学　39－48頁
（16）前掲（15）46頁
（17）板坂耀子編　1987『江戸温泉紀行』東洋文庫472　平凡社
（18）上野洋三校注　2003『吉原徒然草』岩波書店　92頁
（19）前掲（13）85頁
（20）前掲（12）112頁
（21）風見恂　1988『有馬温泉史料』下巻　名著出版　56頁
（22）福原敏男・八反裕太郎　2013『祇園祭・花街ねりものの歴史』臨川書房（臨川選書28）　52頁
（23）近松全集刊行会　1987『近松全集　第七巻』岩波書店　371頁
（24）横山重監修・森川昭解説　1975『有馬地誌集』所収　260‒270、277‒291頁
（25）岡本昌房については『浮世絵大成』第三巻　東方書院　７頁に詳しい。
（26）榎本雄斎　1970 ｢裏表紙解説　岡本昌房画『尼ヶ崎坊　ゆり』｣『浮世絵芸術』24号　11頁
（27） 拙稿　2016「浮世絵に描かれた有馬の湯女─その装いと仕事の変化について─」『温泉地域研究』第26号　
日本温泉地域学会　18-19頁
（28）村田孝子　2007『江戸300年の女性美　化粧と髪型』　青幻舎　72頁
（29） 西川義方　1943『温泉言誌』人文書院　48頁参照のこと、西川は山代温泉では「太鼓の胴」、山中では
「ゆかたべ」とも呼ばれ、方山津では「鴨」、別府では「鴨おし」、伊豆では「牛」とよばれたとも記して
いる。
（30）中野栄三　1970『銭湯の歴史』雄山閣　86頁
（31）前田健太郎　1929『東西温泉物語』浴場新聞社　67頁
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